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●研究内容
食品試料を酸分解し、溶液調製したのち、原子吸

光分析装置やICP発光分光分析装置により測定を行う。
原子吸光分析法は単元素のみの測定であるため、操
作に手間がかかるが、ICP発光分光分析法では多元素
一斉同時分析が可能であるため、迅速かつ簡便
に測定することができる。
食品に含まれるﾅﾄﾘｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ、ｶﾘｳﾑ、ｶﾙｼｳﾑ、鉄、
銅、亜鉛、ﾏﾝｶﾞﾝ、ﾘﾝの必須ﾐﾈﾗﾙ9種に加え、ｸﾛﾑ、ｺ
ﾊﾞﾙﾄ、ﾆｯｹﾙなどの微量ﾐﾈﾗﾙを原子吸光分析法および
ICP発光分光分析法により測定している。
また、環境試料水、とくに温泉水中の金属ｲｵﾝ成分に
ついても測定を行っている。
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食品中のﾐﾈﾗﾙ分析、環境水中の
陽陰ｲｵﾝの分析食品のミネラルをキャッチ

原子ｽﾍﾟｸﾄﾙ法を用いる食品中のﾐﾈﾗﾙの分析

●特徴
ﾌﾚｰﾑなどによって試料を加熱することにより、基

底状態の原子を解離させ、これにその元素から放射
された特定波長の光を通過させて、外殻電子の励起
に基づく吸収を測定する原子吸光分析法や、誘導結
合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ (ICP) を光源として原子を励起させ、元素特
有な発光を測定するICP発光分光分析法などを利用し
て、食品や環境水中のﾐﾈﾗﾙやｲｵﾝ成分の分析を簡便に
行うことができる方法である。
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Fig.2 
ICP発光分光分析装置

Fig.3 発光分光分析
装置の基本構成Fig. 1 原子吸光分析装置


